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北海道砂崎岬におけるシロハヤブサの越冬生態

岩Ⅲ真知１

シロハヤブサＦａＺｃｏｒｕｓ瓦coZz4sは数少ない冬鳥として渡来し，北海道においては道東や道北，サ

ロベツ原野などで観察されている．本報の調査地である北海道南部渡脇半脇においては，妓近まで確

実なシロハヤブサの渡来記録ばなかったが，1988年３月にはじめて雌独の個体を確認．続いて1992年

2ｊｌ～３Hにも１羽のシロハヤブサが確認された（岩、未発表)．本報では1992年11）]から1993年２

川にかけて波来，越冬したつがいと思われる２羽のシロハヤブサの概要をここに報告する．

シロハヤブサのつがいの越冬地となった砂崎岬（40.08'Ｎ，140。43'Ｅ）は渡脇半脇の東部に位慨

し噛火湾にIiIiしている．海岸線は砂浜が約２ｋｍ続き，その中央に灯台が設俄されている．ここはか

つてはキタヨシとノシバが交じった湿地であったが，砂鉄採取，草地改良により乾燥化がすすんでい

る（群Ⅱ11984；図１）．海岸と国道278号線にはさまれた牧場と原野には小さな淵が点在し，冬期に

はオジロワシや．チョウゲンボウなどが観察されている．

シロハヤブサのつがいは1992年11月22日にはじめて確認され，全身白色に近い大翻の雌と思われる

個体と，背1mが暗色で小型の雄と思われる個体で（図２)，暗色の個体は1993年２月1311,白色の個

体は同年３月121｣まで確認された．
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図１．調査地・砂崎岬と越冬した２羽のシロハヤブサ．
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図２．採食Ｉｉ１のシロハヤブサ．左が雌，右が雄と思われる閥体‘

シロハヤブサは，おもに単独で海岸部を中心に生息しており，居住地，都市部にも出現する

(Lobkovl988)．今回，砂崎岬に渡来したシロハヤブサも，市街地に近接した牧場，水産加｣二団地

周辺がおもな行動圏であった．

狩猟行動は夜明けII1i後から、没直前まで，時間，天候に関係なく行なわれた．捕食対象は岬の上空

を飛ぶオオセグロカモメなどの大型カモメが中心だった．つがいのシロハヤブサは灯台とそれに連絡

する１０数本の電柱上から飛び立ち．共同で狩りをすることが多かったが，風の強い日は戦地から直接

飛び立ち，狩りを行なった．暗色の個体が先に飛び立ち，後を白色の個体が追うことが多く，最初は

低空を気づかれないように移動し，それから急上昇して狸物の上空に接近，急降下に移り，爪でけり

落とし，捕食した．失敗した場合はさらに攻撃をくり返した．狩りの成功率はあまり高くなく，２時

間に６回，狩猟行動を行なってすべて不成功のこともあった．また，時には遊んでいるように思える

こともあった．観察された範囲での捕食対象はオオセグロカモメ，セグロカモメの幼烏，成鳥17羽，

その他エトロフウミスズメ２羽，クロガモ１羽なども記録された．このIIIIIIにはユキホオジロ，ツメナ

ガホオジロの小群も飛来していたが，これらの小型の烏の捕食は確認されなかった．

シロハヤブサは1800gまでの獲物を迎搬可能といわれているが（Crampl980)，オオセグロカモ

メなど大型のカモメを捕狸した場合は，ただちにその場で内臓などを摂食し，オオワシや野犬，人間

が接近した際には運搬，移動を試みたが，わずかに引きずって移動しただけであった．このつがいは

両方同時，もしくは交互に摂食し（図２)，休憩をはさみながら胸部が脹らむまで一日中，摂食を続

けた．残った部分は翌、以降もやってきて，骨と羽毛になるまで摂食を続けた．ただ，この地域はト

ビやハシブトガラスが多く，これらの脇も残津を食することがあった．また，オジロワシやオオワシ

が狸物を職取りすることもあった．その際にはめったに鳴かない（Crampl980）とされるシロハヤ

ブサが「ケー，ケー」という警戒の声を発し，威嚇攻撃をくり返したが，狸物を防衛することはでき

なかった．ウミスズメなど小型の獲物については２羽が同時に摂食することはなく，片方が近づくと

換物を持っている方が逃げるというような行動がみられた．求愛給餌はみられなかった．

今後も，この岬にシロハヤブサの渡来が続けば，越冬唯態や不明なことの多い，この烏の分布．識
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別などいろいろな点で貴重な成果が得られると思われる．
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